
社会課題を解決するための
VRシステムの提案



背景

海洋ごみの7〜8割は街から排出されている。

2050年には魚の量よりプラスチックゴミ

の方が多くなると言われている。



根拠

プラスチックゴミの海への廃棄が増え、魚や、カメが傷つくことが多くなっている。



提案

プラスチックゴミが問題になっていることは知っていたが、身近に感じにくいと

感じるので、VRでカメの痛みを再現することでプラスチックゴミを海に捨てる影
響を実感し、海のプラスチックゴミを減らすことに関心を持たせる。



VRシステムの仕組み
痛覚の表現；鼻に塩分濃度を調節した水を通すことで鼻の内側の痛みを再現。

人間の体液や鼻水の塩分濃度は0.9%と言われているので，その濃度を調節した水
をスポイトなどで注入する．
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